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最近の産業動向 

―世界的景気低迷の影響― 

 

【要  旨】 

 

Ⅰ 主要産業の 2008 年度の見通し 

世界経済は、欧米の景気後退が確実となり、現行のマクロ政策を前提とすると、2009 年に

向けて 2001、02 年以来の「グローバル・リセッション」1におちいる可能性が高まっている。

日本経済は、世界的景気低迷の影響をうけ、輸出環境の悪化から、生産が足元で大幅な減少

となるなど、景気後退局面が継続している。輸出の減少基調は強まっており、先行きの生産

はさらに減少する可能性が高い。こうした中、弊行調査部では、今年６月に発表した「主要

産業の 2008 年度見通し」（調査 No.97 参照）の改定を行った。 

2008 年度における主要産業の生産・販売・輸出等 19 指標をみると、図表１に示すように

16 指標で前年度減となり、このうち 10 指標が前年度に比べ５％以上の減少となる見通しで

ある。前回と比べると、ほとんどの指標で下方修正の改定となり、自動車国内生産台数、粗

鋼生産量（鉄鋼）など前回の増加見通しから今回は減少見通しへ改定となった指標もある。 

製造業は、外需の不振から、自動車、工作機械、電気機械など加工組立型で大幅な減少と

なるほか、素材型もこうした加工組立型の需要減をうけて減少が予想されており、軒並み前

年度減となる見通しである。非製造業は、法人向けなど市場の広がりがみられる携帯電話累

計契約数（通信）が引き続き前年度増を見込んでいるものの、今後の国内消費の減退から、

大型小売店販売額（小売）や特別積合せトラック輸送量（貨物輸送）など多くの分野で減少

する見通しである。 

 

Ⅱ 主要企業の 2008 年度業績見通し 

中間決算発表時における主要企業の 2008 年度業績見通しについて産業別にみると、売上

高は、石油化学、鉄鋼、小売、貨物輸送、電力、石油が原燃料価格などの高騰をうけて販売

価格の引き上げを図り増収を見込む一方、自動車、工作機械、電気機械は世界的な景気低迷

による販売数量の落ち込みや円高の進展などにより減収の見通しとなっている。損益面では、

原料となる鉄スクラップ価格の下落を見込む鉄鋼と端末販売収支が改善する通信が増益と

なるほかは、軒並み減益となる見通しである。 

年度当初の見通しと比較すると、図表２に示すように、鉄鋼、通信を除く産業で利益見通

しが下方修正された。とりわけ海外市場向けに販売をしている自動車、電気機械など加工組

立型産業や原燃料価格の大幅変動により燃料費が嵩んだ電力、在庫評価損を抱えた石油など

のエネルギー産業が大幅な下方修正となっている。素材型産業では、鉄鋼が高級鋼を中心に

価格引き上げを図り利益見通しを上方修正する一方、化学では価格転嫁が進まず下方修正と

                                                        

1
 ＩＭＦの定義で世界全体の実質ＧＤＰ成長率が３％を下回る状況。 
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なっている。 

 

Ⅲ 世界的景気低迷と日本の産業への影響 

世界的景気低迷の影響を、①海外景気、②国内景気、③円高、の視点から産業別にみると、

図表３に示すように、国内市場の伸びが見込まれる通信を除き、ほとんどの産業でマイナス

の影響をうけるとみられる。 

製造業では、加工組立型を中心に内外景気の減速と円高の進展に伴い、需要減と価格下落

の両面から収益で大きな打撃をうける。とりわけ自動車は、米国市場の回復が 2010 年以降

になるとの見方もあり、当面厳しい収益環境が続くとみられる。素材型では、鉄鋼が自動車

向け需要の落ち込みやアジア向け外需の減少の影響をうける。非製造業は、海外景気の低迷

や円高の進展による影響はあまりないとみられるものの、国内景気の低迷は、国内産業活動

の停滞や家計消費の低迷により、小売、貨物輸送などの産業にマイナスの影響を与えるとみ

られる。 

世界的景気低迷が長期化・深刻化すれば、企業の収益基盤への影響は甚大となり、石油化

学や工作機械、小売、貨物輸送など産業によっては業界再編につながる可能性がある。 

 

［担当：産業調査・企画班 E-mail：report@dbj.jp］ 
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図表１ 主要産業の 2008 年度見通し（生産・販売・輸出等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008年 6月時点での弊行見通し（調査 No.97参照） 

 

図表２ 主要企業（73 社）の 2008 年度業績見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　◎：5％以上の増加　　　　○：1％以上5％未満の増加

　横ばい：1％未満の増加・1％未満の減少（±0％含む）

　△：1％以上5％未満の減少　　　　▲：5％以上の減少
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図表３ 産業別にみる世界的景気低迷の影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




